
　資料集の中から民話を選んで「みやぎ民
話の会叢書」として発行しています。叢書
は原則として一人の語り手で一冊を編んで
きました。なぜなら、民話は語った人の暮
らしや人生と深く関わってくるからです。
叢書は今までに第 14 集（16 冊）まで発行
しました。1冊約 300 ページ前後です。

叢書をつくる
そうしょ

　地域を選び、その土地に足を踏み入れて、
一軒一軒「小さい頃に聞いた民話を記憶さ
れていませんか？」とたずね歩きます。運
よく民話を聞くことができたならば、それ
をテープやメモなどで大切に記録します。
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